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１ 本校の概要

本校は現在、 学級、児童数 人の大規25 883

模校である。平成 年、移転改築により市立14

西図書館及び伊勢原公民館との複合施設として

開校した。特色ある施設を生かした魅力ある教

育の実現を目指し、ペア学級担任制やオープン

スペースを活用した児童主体の授業を展開、図

書館や公民館と一体となった教育活動の推進な

どに重点をおき、その具現化に努めている。

２ 本校の実践の概要

(1) 本校の実践の特色

本や図書館を身近に感じられるように掲示

や本の展示を工夫したり、読みたいときにす

ぐに本を手にすることができるように、図書

室のほかに各階に図書コーナーを設けたりし

て、読書意欲を高める環境作りに努めている。

また、様々な図書に関する行事や取組を実践

していくことで、よい本と出会い、本と触れ

合える機会を多くもてるようにしている。

① 朝の一斉読書（読書タイム）

毎週金曜日の朝、全校一斉読書を 分15

間実施。教師も児童と一緒に読むことで、

読書に向かう手本を示すようにしている。

② 「子ども読書週間」での読書推進活動

学校図書館部が、校内ビデオ放送で本の

紹介や本に関するクイズなどを三日間にわ

たって行い、その後、紹介された本を図書

室にコーナーを設置して貸し出した。

③ 読書月間の取組

図書委員会が中心となり、読書郵便・

読書ビンゴ・読書集会・縦割グループの

読み聞かせ会等を実施。読書集会では、

パネルシアターやスライドなどを行って

いる。

④ 読書記録「小江戸マラソン」の継続

読書意欲を高める目的で、読書後の記録

に市内全小学校が取り組んでいる。

⑤ 読書の場の設置

図書室「ゆめのも

り」は、オープンスペ

ースになっており、開

放的である。おすすめの本や季節の行事に

合った本のコーナーを設け、図書委員が作

成したお便りや本の紹介ポスターを掲示し、

楽しい雰囲気にしている。

読書コーナー「ゆめの

ひろば」は、各階の廊下

の一角に設けてあり、休

み時間や読書タイム等に利用している。

(2) 地域との連携

① 市立図書館との連携

司書の方に、学年の要望に応じたテーマ

でブックトークをしていただいている。ま

た、休み時間に、市立図書館の自由利用を

行っている。

② 学習支援ボランティアによる読み聞かせ

公民館の学習支援ボラ

ンティアが、金曜日の業

間休みに、また、各クラ

スに学期に１～２回読み

聞かせを以下の手順で実施している。

ア 公民館だよりで支援者の募集をする。

イ 学校とボランティアの打合せを行う。

ウ 学習支援実施後、活動内容を記録する。

エ 学習支援のための研修会に参加する。

３ 成果と今後の課題

( ) 利用しやすい読書環境に努めた結果、児童1

や教師の図書への関心が高まってきた。

( ) 公立図書館や公民館との連携により学校と2

地域が結び付き、活動が広がってきた。

(3) 様々な取組の実施で、児童が本に触れる機

会が増えた。さらに読書量の個人差を縮める

努力をしていきたい。


